
項目名 H26目標 H26実績 達成率

モデル集落数（集落） 4 4 100%

狩猟免許所持者数（人） 525 552 105%

サポート経営体数（累計） 4 4 100%

サポート経営体カバー集落
数
（集落農地の過半をカバー
する目標の集落）（集落）

12 0 0%

サポート経営体を担い手に
位置づけた集落数（集落）

12 6 50%

浜田－１
サポ－ト経営体を核と
した地域を支えるしくみ
づくりプロジェクト

【新たなサポート経営体】
・金城で、新たなサポート経営体「株式会社みどり
ファームかなぎ」（みどりファーム）が設立された。

・金城で、6集落が人・農地プランを作成したが、
「みどりファーム」の設立時期が予定より遅れたた
め、担い手の位置づけは、今後検討が必要であ
る。

【既存サポート経営体】
・三隅で、新たに1集落が人・農地プランを作成し、
「みらい」を担い手に位置づけたが、その他2集落
は今後、検討が必要である。

・江津では、「めぐみ」が桜江地区に作業受託エリ
アを拡大する方向で検討されている。

【経営多角化】
・旭の「みのり」では、トロ箱栽培の定植を2時期に
分けたことで、適期作業が行われ、労働費が削減
されたが、収支はさらに改善が必要である。

・三隅の「みらい」では、次年度、産業体験のＩター
ン者1名（今年度から継続）を半農半Ｘの研修生とし
て受入れるとともに、半農半Ｘ研修のＵターン者１
名（新規）を雇用する方向となった。

共地－２

プロジェクト 全体評価（総括・検証）
成果指標と達成率

【自衛可能集落育成】
・田橋横山地区では、住民一体となって被害対策
の効果や問題点整理を行えている。

・金城町宇栗集落では、住民一体での防護柵の整
備を進めている。

・江津市では豪雨災害の復旧が優先されており、
集落育成に着手できない状況にある。

【有害鳥獣密度低減】
・広報の効果により、狩猟免許取得者が増加した。
今後は新規取得者への実践的な講習会を設ける
必要がある。また、モデル集落においては、粘り強
く免許取得を呼びかけていく必要がある。

・担い手講習会の受講者が新規免許取得に繋がる
など、効果が大きい。今後とも、免許取得に繋がる
よう狩猟の魅力を発信し続ける必要がある。

・皮革利用は、地道な販売を行っている。

・獣肉加工施設等先進地の視察を実施し、それを
参考に加工施設整備については、規模が固まるな
ど、今後は運営体制や出口を詰める必要がある。

鳥獣被害対策の推進
プロジェクト
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浜田圏域プロジェクト全体評価及び成果指標の達成状況（平成２６年度）



項目名 H26目標 H26実績 達成率
プロジェクト 全体評価（総括・検証）

成果指標と達成率
ＮＯ

浜田圏域プロジェクト全体評価及び成果指標の達成状況（平成２６年度）

設置支部数（支部） 6 6 100%

消費者モニター設置（延人
数）

120 120 100%

産直総売上（万円） 417,070 324,310 78%

西条柿販売量（ｔ） 165 187 113%

西条柿等販売額（千円）
（生果・干し柿）

59,478 56,143 94%

浜田－２

浜田－３

産直市を核とした絆づ
くりプロジェクト

・合同会議の定期的な開催により、現状把握や推
進事項を絶えず確認し、意思疎通が図られた。

・品質管理委員会の必要性について、既に行動さ
れている支部の活動を紹介することにより他店舗で
の認識が深まった。

・農産物、加工品の表示に関する研修会を開催し
た。出荷者の多い加工品目（漬物、ジャム）につい
て、食品衛生管理・基礎的な加工技術の研修会を
行い品質向上を図った。

・定期的な販売状況に関する情報を提供した。年
間通じて品目によっては過不足が発生していること
から、ピーク時の平準化のための作付の分散や加
工品としての利用・開発、不足品の生産振興が必
要である。

・消費者モニター活動の実施により、生産現場への
理解促進と共に消費者の意見が収集でき店舗運
営改善に活かしている。

・また、来店者調査により店舗ごとに消費者の動向
が把握できたことから、今後力を入れるべき事柄が
店舗別に整理できた。

・江津支部給食部会の設立による意識の醸成によ
り学校給食での地産率が向上した。

西条柿産地再生プロ
ジェクト

・霜害の影響も少なく、順調な生育状況である。

・「かん水施設等の基盤整備」「防風施設整備」に
ついては順調に進行している。

・選果場・予冷庫・加工場の一体整備について建
設に向け協議継続中である。

・集落ビジョンを作るために、モデル地区において
話し合いが行われた。

・各専門部会とも積極的な活動を実施した。


